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伊佐市議会だより　2013（平成25年）第19号 2

　 第２回定例会 補正予算を精査!
  　一般会計1億₂，₀₀₀万円  ︵予算総額₁₅₃億₆，₀₀₀万円︶

※主な補正内容・概算額で表示

起業１０年以内の企業を支援し雇用を創造
８００万円

　スギ・ヒノキ等地元産材の生産推進を目的とし企業の人材育成を支援
　■新規雇用２名

起業１０年以内の企業を支援し雇用を創造
７００万円

　根深ネギ周年栽培研究による技術習得と自立可能なネギ栽培農家の育成を支援

重点分野雇用創出　　　　　　　　８００万円

伊佐米ブランド化を推進　　　　　２００万円

旧育成牧場の施設を整備　　　 ２，８００万円

降灰地域飼料作物確保対策　　 １，９００万円

農地・水環境保全向上活動支援交付金
５００万円

　森林施業の効率化と促進を図るため既存林道の現状把握を行う林道パトロール及び点検
　■新規雇用５名

　伊佐米のブランド認知を高めるためのテレビＣＭ作成委託

　売却された県営育成牧場の施設（牧草地、畜舎等）を地域振興公社が整備
　利用者負担分が市を経由
　総事業者費　1 億円（国県補助　7,200 万円　利用者負担　2,800 万円）

　Ｈ 25 対象 1 団体追加

　新規４地区追加　山野、下青木、西原、木ノ氏　
　面積増１地区　目丸
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　 第２回定例会 補正予算を精査!
  　一般会計1億₂，₀₀₀万円  ︵予算総額₁₅₃億₆，₀₀₀万円︶

※主な補正内容・概算額で表示

伊佐市議会だより　2013（平成25年）第19号3

長期国債（利付国債：10 年）の購入　５，０００万円

多目的公園用地の整備（伊佐農林高校実習農地跡地）
２，０００万円

　取得した多目的公園用地を整備するために排水対策に重点を置いた基本測量設計
　所在地　伊佐市菱刈重留　面積　79,000㎡

雨期の災害普及事業を確保　　　　５００万円
　白川橋（湯之尾地区）の災害補修対応を現予算で実施したため不足した災害復旧費を確保

消防団詰所の測量・用地取得　　　５００万円

　第 3 分団（目丸・篠原・青木）　
　第 8 分団（宮人・崎山）

校区コミュニティ協議会の育成支援３００万円

　校区コミュニティ協議会へ貸し出す組み立て式アルミ製ステージを購入（宝くじ助成）

　（伊佐市水道事業会計での購入）
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総括質疑
発　言　者 質　疑　事　項 質　疑　の　要　旨

緒方重則議員

１　議案第 39 号
　平成 25 年度伊佐市

一般会計補正予算
（第１号）

（1）款６農林水産業費　項１農業費　目４畜産業費
　　節 19 負担金補助及び交付金　2,813 万 7,000 円につ

いて、詳細に示せ

諏訪信一議員
１　議案第 43 号
　財産の無償譲渡に

ついて

（1）処分制限期間の年数は。
（2）現在の固定資産、評価額は。
（3）無償譲渡以降の税収は、いくらを予想されているか。

岩元克頼議員

１　議案第 39 号
　平成 25 年度伊佐市

一般会計補正予算
（第１号）

（1）予算説明資料の概要のうち、次の事項につきお尋
ねする。

　ア　森林整備（雇用対策）８００万円
　　（ｱ）対象となる企業はどこか。　（ｲ）仕事の内容
　　（ｳ）この事業は、今後いつごろまで継続するのか。

あわせてその実施要項等があれば、示されたい。
　　（ｴ）財源
　イ　農業振興（雇用対策）７００万円
　　（ｱ）対象となる企業はどのようなものか。
　　（ｲ）現在の雇用状況
　　（ｳ）この事業でどれくらいの農業者が独立就業し

ていくとみているか。　（ｴ）財源
　ウ　重点分野雇用創出　８００万円
　　（ｱ）仕事内容の具体的な説明　（ｲ）雇用主はどこか。
　　（ｳ）財源

（2）伊佐米ブランド化推進のためのテレビＣＭ
　ア　放送局は全国か地方のみの放送局か。
　イ　ＣＭの内容はどのようなものか。
　ウ　放送時間帯とＣＭが流れる時の長さ
　エ　現在の伊佐米販売状況（トン）
　　（ｱ）JA、商社系　（ｲ）集落営農　（ｳ）法人
　　（ｴ）個人　（ｵ）合計

２　議案第 41 号
　平成 25 年度伊佐市

水道事業会計補正
予算（第１号）

（1）有価証券購入費 5,000 万円について
　ア　購入予算計上に至った経緯及び国債の種類
　イ　国債の利率と定期預金利率の差、及び受取利子

の差額
　ウ　国債購入で当分 5,000 万円は使えなくなるが、水

道事業に与える影響は無視できるか。
　エ　繰り上げ償還可能な借入金はないか。

（2）報道された国債の購入、運用について
　ア　国債購入に至る経緯
　イ　庁舎、社会資本整備に要する経緯の額（推定）
　　（ｱ）１０年後までの分　（ｲ）２０年後までの分
　ウ　基金のなかで国債運用に振り向ける額はいくら

か。
　エ　国債の利率と現在の定額貯金利の比較および利

子額の差
　オ　全国の自治体で国債による運用をしているとこ

ろはどれくらいあるか。また九州、本県ではどうか。
　カ　繰り上げ償還の基準は、どうなっているか。
　　また、本市で該当するものはないか。
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発　言　者 質　疑　事　項 質　疑　の　要　旨

柿木原榮一議員

１　「 議 案 第 45 号　
伊佐市職員の給与
の臨時特例に関す
る条例の制定につ
いて」

（1）国家公務員の給与減額支給措置に準じたものであ
るが、職員の労働、労働力に対する対価を減額す
るのは残念である。

　ア（給与条例の特例）
　　第２条
　　（1）その職務の級が２級以下の職員　100 分の４
　　（2）その職務の級が３級から５級までの職員　100

分の 6.7
　　（3）その職務の級が６級以上の職員　100 分の７
　　　としたそれぞれの理由、対象人数及び平均金額

はどのくらいか。
　　　また、減額の９カ月の総額はどのくらいか。
　イ　伊佐市職員組合との話し合いの結果、意見等は

なかったのか。

議決結果一覧表
議案番号 件　　　　名 議決結果

報告第１号 平成 24 年度伊佐市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

報告第２号 菱刈泉熱開発有限会社経営状況について

議案第３９号 平成 25 年度伊佐市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第４０号 平成 25 年度伊佐市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第４１号 平成 25 年度伊佐市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第４２号 伊佐市重度心身障害者医療費助成条例及び伊佐市消防団員等公務災害補
償条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第４３号 財産の無償譲渡について 原案可決

議案第４４号 財産の減額譲渡について 原案可決

発議第２号 伊佐市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 原案可決

議案第４５号 伊佐市職員の給与の臨時特例に関する条例の制定について 原案可決

議案第４６号 伊佐市特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 原案可決

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 同　　意
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委
託
料
の
内
容
と
消
防
詰

所
建
設
の
今
後
の
計
画
は
。

　

消
防
団
第
３
分
団
と
第
８

分
団
の
詰
所
建
設
地
取
得
の

た
め
の
用
地
測
量
業
務
委
託

料
で
あ
る
。
今
後
に
つ
い
て

は
、
後
援
会
等
と
管
轄
区
域

や
定
員
数
の
見
直
し
を
含
め

た
協
議
が
前
提
と
な
る
が
、

27
年
度
に
第
４
分
団
、
28
年

度
に
第
５
分
団
、
29
年
度
に

第
２
分
団
、
30
年
度
に
第
６

分
団
の
計
画
で
あ
る
。
菱
刈

地
区
の
詰
所
関
係
は
整
備
さ

れ
て
い
る
の
で
消
防
車
両

等
、
耐
用
年
数
を
見
な
が
ら

更
新
し
て
い
く
。

　

購
入
目
的
は
何
か
。

　地
域
活
性
化
を
図
る
事
を

目
的
に
、
イ
ベ
ン
ト
に
利
用

す
る
組
み
立
て
式
の
ア
ル
ミ

ス
テ
ー
ジ
の
購
入
で
あ
る
。

菱
刈
改
善
セ
ン
タ
ー
に
同
様

の
も
の
が
１
台
保
管
さ
れ
て

い
る
が
、
今
回
も
う
１
台
購

入
す
る
予
定
で
あ
る
。

委員会報告

各
委
員
会
報
告

主
な
質
疑
と内

容

企
画
調
整
課

建
設
課

農
政
課

地
域
振
興
課

新築された第 9 分団詰所

　

雇
用
創
出
事
業
の
内
容
は
。

　

市
の
管
理
す
る
林
道
46
路

線
を
定
期
的
に
巡
回
、
パ
ト

ロ
ー
ル
点
検
を
行
い
状
況
を

把
握
し
て
、
林
道
管
理
台
帳

の
点
検
、
整
備
や
林
道
周
辺

の
除
草
等
を
行
い
安
全
で
良

好
な
環
境
整
備
を
実
施
す
る

目
的
で
５
人
の
新
規
雇
用
で

あ
る
。

　

事
業
内
容
は
。

 　

市
道
、
川
南
～
栗
野
線
の

白
川
橋
改
修
で
あ
る
。
調
査

の
結
果
、
橋
の
基
礎
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
杭
が
離
れ
て
い

て
補
強
で
は
無
理
で
あ
り
、

早
急
な
改
修
が
必
要
と
の
判

断
で
あ
っ
た
。
工
事
中
は
通

行
止
め
に
し
て
10
メ
ー
ト
ル

上
流
に
仮
橋
を
設
置
す
る
。

　

交
付
金
の
内
訳
と
農
地
・

水
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

の
効
果
は
。

 　

今
年
度
新
た
に
交
付
申

請
の
あ
っ
た
４
地
区
（
山

野
・
下
青
木
・
西
原
永

尾
・
木
ノ
氏
）
と
面
積
増

の
目
丸
地
区
の
合
計
５
地

区
の
市
町
村
負
担
金
で
あ

る
。
事
業
効
果
に
つ
い
て

は
、
現
在
28
の
組
織
が
あ
り
、

市
内
の
水
田
面
積
の
約
４
分

の
３
に
つ
い
て
活
動
し
て
お

り
、
農
家
・
非
農
家
含
め
た

中
で
農
地
、
農
業
施
設
の
保

全
を
図
る
事
に
非
常
に
大
き

な
効
果
を
得
て
い
る
。

　

委
託
料
の
内
容
と
は
。

 　

財
団
法
人
国
本
会
か
ら
購

入
し
た
多
目
的
公
園
用
地

（
伊
佐
農
林
高
校
実
習
農
地

跡
地
）
と
野
球
場
を
含
め
た

整
備
事
業
計
画
測
量
設
計
業

務
委
託
料
で
あ
る
。
水
害
の

多
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で

排
水
対
策
に
重
点
を
置
い
た

基
本
測
量
設
計
と
な
る
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ Ｑ

総
務
産
業
委
員
会

消
防
詰
所
建
設
委
託
料

３
０
０
万
２
０
０
０
円

重
点
分
野
雇
用
創
出
事
業

８
２
５
万
５
０
０
０
円

災
害
復
旧
事
業
費

５
０
０
万
円
農
地
・
水
対
策
支
援
交
付
金

５
０
８
万
８
０
０
０
円

業
務
委
託
料

１
９
７
７
万
４
０
０
０
円

備
品
購
入
費

３
３
０
万
円

総
務
課

林
務
課

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

ＱＡ

組み立て式のアルミステージ

川南～栗野線　白川橋
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委員会報告

福
祉
事
務
所

社
会
福
祉
協
議
会
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設
置

生
活
保
護基準

額
改
定

　

17
万
４
０
０
０
円
の
報
償

費
の
内
訳
は
。

　

学
校
独
自
で
実
施
し
て
い

る
が
、
小
学
校
と
幼
稚
園
で

は
16
回
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
３
回
を
親
業
の
方
を

予
算
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

業
務
委
託
料
65
万
９
０
０

０
円
の
内
訳
は
。

　

親
と
子
の
あ
り
方
に
つ
い

て
学
ん
で
も
ら
う
為
、
小
学

校
の
校
長
を
退
職
さ
れ
た
方

を
主
体
に
講
師
を
お
願
い
し

て
い
る
。

　

親
業
の
参
加
状
況
は
。

　

24
年
度
で
は
小
学
校
、
幼

稚
園
は
４
回
、
中
学
校
は
34

回
実
施
。
１
回
当
り
14
～
15

　

国
債
の
期
間
・
利
率
・
購

入
時
期
は
。
又
、
水
道
事
業

へ
の
影
響
は
な
い
か
。

　

期
間
は
10
年
、
利
率
は
現

在
で
0.6
パ
ー
セ
ン
ト
、
購
入

時
期
は
未
定
で
あ
る
。
購
入

に
よ
る
水
道
事
業
へ
の
影
響

は
な
い
と
考
え
る
。
今
後

は
、
施
設
等
の
固
定
資
産
を

統
合
し
、
経
費
削
減
の
対
策

を
と
っ
て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
の
譲
渡
件
数
と

今
後
に
つ
い
て
は
。

　

湯
之
尾
地
区
地
盤
沈
下
の

被
災
者
12
人
に
対
し
て
当

　

何
を
す
る
の
か
。

　

県
の
１
０
０
％
事
業
で
地

域
福
祉
を
支
え
る
人
材
育
成

と
い
う
こ
と
で
７
月
１
日
か

ら
の
実
施
に
向
け
、
社
協
と

事
業
内
容
を
協
議
中
で
あ

り
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
に
事
業
説
明
を
行
い
、

モ
デ
ル
自
治
会
を
設
定
し
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
シ
ス
テ
ム
改
修
の
委
託
先
は
。

　

福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
を
行

政
シ
ス
テ
ム
㈱
が
行
っ
て
お

り
、
そ
の
改
修
を
同
社
と
随

意
契
約
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

生
活
保
護
世
帯
数
と
改
定

に
よ
る
減
額
は
。

　

５
月
現
在
、
２
８
８
世
帯

で
保
護
人
員
は
３
６
５
人
で

あ
る
。
高
齢
者
の
単
身
世
帯

で
３
１
０
円
。
夫
婦
と
子
ど

も
一
人
の
場
合
、
約
３
２
３

０
円
の
減
額
と
な
る
。

時
、
旧
菱
刈
町
有
地
を
減
額

し
て
貸
し
付
け
た
も
の
で
あ

る
。
議
会
承
認
を
受
け
現

在
ま
で
に
減
額
譲
渡
し
た

方
は
７
人
で
あ
る
。
今
後
も
、

家
庭
的
事
情
を
考
慮
し
な
が

ら
譲
渡
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
。

人
で
大
口
小
学
校
は
約
40
人

前
後
で
延
べ
１
０
６
４
人
の

参
加
で
あ
る
。

家
庭
教
育
学
級
を

予
算
化

長
期
国
債
購
入

５
０
０
０
万
円

被
災
者
へ
の
市
有
地

減
額
譲
渡
１
件

ＱＱＱ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

文
教
厚
生
委
員
会

社
会
教
育
課

水
道
課

議
案
第
44
号

　財
産
の

減
額
譲
渡
に
つ
い
て

ＡＡＡ

ＡＡ

Ａ

ＡＡ

親業の様子

まごし館内の社会福祉協議会事務所

湯之尾地区地盤沈下箇所一部
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　今回は、5月13日から15日の3日間に渡り6次産業化をテーマに、広島県世羅郡世羅町と愛媛県西条市及
び喜多郡内子町にて研修を行いました。

　まず、広島県世羅郡世羅町は、平成16年世羅郡旧3町が
合併する以前から地域一体となって6次産業化に取り組ん
だ町です。平成10年に3町・県・ＪＡを中心に「世羅高原
6次産業推進協議会」を設立。ブランド商品開発やイベン
トの実施などの活動を柱に推進を図り、翌平成11年には
「世羅高原6次産業ネットワーク」を結成。農業従事者と
の連携を図る為に人的支援や補助金による支援、活動へ
のアドバイスなど様々な面からサポートして取り組んだ
との事でした。平成18年には、夢高原市場を拠点施設と
して運営、年間利用者数125万人、総売上げ16億円計上するに至り、農業従事者はこれまでの農作物の農
協への出荷だけにとどまらず、自ら加工し新商品開発に積極的に取組み新事業の創出につなげていまし
た。後継者不足の解消や女性のリーダーシップが発揮され、いきいきと活動している現状に触れ、その成
果を改めて認識しました。

　次に、愛媛県西条市の「西条市産業情報支援センター」です。設立の目的は、収益悪化で厳しい経営環
境に晒されている中小企業や消費の低迷、高齢化に伴う担い手不足など厳しい環境の地域農業に対して、

発展・活性化をめざし新事業の創出や新分野への進出などあらゆ
る企業活動の支援と情報化を推進するためのものでした。1次産業
を軸とした農商工連携による総合6次産業化を目指し、関係機関との
ネットワークを生かした支援活動など積極的に行われていました。

　次に愛媛県喜多郡内子町の「株式会社内子フレッシュパークか
らり」は、特産物直売所・農産物加工施設・飲食施設の3施設が
連携を図りながら、集客力を高め、地域の活性化を実践。また付
加価値を付けた商品開発を行い店内販売から広く全国に向けて販
売を展開し、年間売上7億円、利用者数74万人、その内9割が町外
からであり7割がリピーターとの事でした。直売所の商品は町内
で生産されたものしか置かず、土壌診断や残留農薬分析を独自に
実施し安心安全な農作物供給体制を構築していました。作るだけ
の農業から、作り、売り、サービスする農業の重要性を生産者が
認識することで、高次元農業の推進が展開されています。研修を
通して6次産業化の取組みは、農業を変え、女性の経済的社会的
自立を促し、中山間地が有する地域資源を活用した農業を可能に
していることを感じました。

行政調査報告

世羅郡世羅町

西条市産業情報支援センター

株式会社内子フレッシュパークからり

【　総務産業委員会　】　5月13日～15日（広島県世羅郡世羅町／愛媛県西条市・喜多郡内子町）
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【　文教厚生委員会　】　5月 16 日～ 18 日（福岡県古賀市／熊本県和水町）

行政調査報告

　当委員会は5月16日に福岡県古賀市、5月17日に熊本県和水
町の健康づくりをテーマに研修しました。古賀市は福岡市に
近接し、人口約59000人、高齢化率20.37％の若い世代のまち
であり、経済、流通、交通や生活環境が整い人口も増えてい
ます。特定健診は病院からの情報提供はなく24.2％と低い受
診率です。その中で、特定健診と医療費分析から心筋梗塞の
受診者が県内2位、糖尿病の受療者が1位、心疾患、脳血管疾
患による65歳未満の死亡割合が県平均の1.5倍。人工透析患者
の4割を糖尿病性腎症が占めていました。このような状況から
医療費を減らす病気予防対策として、10年間の「ヘルスアッ
プ事業（古賀市健康増進計画）」に取り組んでいます。
　医療や介護を要する疾患は脳血管疾患、心疾患、人工透析
が必要な慢性腎臓病などの生活習慣病であるという問題点を
明記し、食生活と運動を「維持」することが重要であるこ
と。「自分の健康は自分でつくるもの」と認識し、地域、学
校、子育て支援の場やイベント等で食育や血圧や体脂肪、骨
密度などの測定を行いながら、健康づくりや趣味の教室等を
地域や集会所、公民館と出前講座等で情報提供し、健康づく
り推進員やスポーツ推進委員、食生活改善推進会等がサポー
トしています。平成24年度からは「元気を増やそう」「病気
を減らそう」を目標に掲げ、健康づくりに取り組んでいま
す。また、特定健診の受診者と未受診者の医療費が年間12万
円ものの差になっている事も検証しています。

　和水町は人口約11000人、高齢化率については、36％と伊佐
市と変わりません。和水町は「まちの健康課題は何か」ととらえ、「ヘルスアップ事業」に取り組んで

いました。国保の被保険者の医療費のほとんどが生活習
慣病であり、人工透析が医療費の高騰を招いている事か
ら、高血圧と糖尿病に絞り、この事業に取り組んだとい
うことです。重症化予防として個別支援、健診の勧奨、
出前講座、各種団体への健康教育、医療の分析、健康運
動の効果検証で成果が出ています。古賀市も和水町も医
療費削減に向け、本腰を入れた取り組みを行っている事
に本市も取り組むべき課題があると実感した研修でし
た。

ヘルスアップぷらん

福岡県古賀市

熊本県和水町



伊佐市議会だより　2013（平成25年）第19号 10

　平成25年7月25日（木）臨時会を開会し、湧水町恒次地内に産業廃
棄物最終処分場（管理型）の建設がされようとしていることに対し、
伊佐市議会としては、断固建設に反対する意見書案を全会一致で議
決し、県知事に対し建設許可を与えないように下記の意見書を送付
致しました。

　湧水町恒次地内における産業廃棄物最終処分場（管理型）建設に反対す
る意見書

　湧水町恒次地内において、鹿児島県と九州北清株式会社による産業廃棄
物最終処分場（管理型）の建設に対する処理施設設置等事前協議が開始さ
れています。
　この建設予定地は伊佐市に隣接し、施設の排水は広田川に放流せず川内
川までの1.7キロメートルをパイプラインで移送して放流されます。川内川
に放流されると下流域の伊佐市が最も深い関係地域になります。
　九州北清株式会社の説明では、排水は排水基準に適合し、安全であると
強調されました。ではなぜ、安全な排水を広田川に直接放流されないのかと、
疑念が生じ、河川や土壌などの環境汚染を強く懸念しています。
　このことから産業廃棄物最終処分場（管理型）の建設は、今後、住環境、
産業活動にも多大な影響を及ぼすもので、伊佐米など農産物への風評被害
も予想され、伊佐市民の「安心・安全な生活」を根底から覆すものであり
ます。
　よって、本市議会は市民の生活環境と健康を守る立場から、湧水町恒次
地内に建設予定の産業廃棄物最終処分場（管理型）の建設に強く反対し、
鹿児島県におかれましても、建設に許可を与えることのないよう強く要望
します。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　平成25年７月25日

鹿児島県伊佐市議会議長　丸　田　和　時　　　　

鹿児島県知事　伊　藤　祐一郎　様

臨　時　会
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二
〇
二
〇
年
、
鹿
児

島
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
の

伊
佐
市
へ
の
誘
致
は
、
ど
の
よ

う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

　

平
成
24
年
８
月
に
、

県
知
事
国
体
準
備
委
員

会
に
対
し
、
国
体
カ
ヌ
ー
競
技

会
場
誘
致
に
係
る
要
望
書
を
提

出
し
、
10
月
に
市
町
村
開
催
希

望
調
書
の
提
出
を
行
い
、
11
月

に
国
体
準
備
室
に
よ
る
会
場
地

選
定
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
て
い

る
。

　

カ
ヌ
ー
場
の
整
備
等

は
、
終
わ
っ
て
い
る
の

か
。

　

国
土
交
通
省
川
内
川

河
川
事
務
所
の
力
添
え

を
い
た
だ
き
、
平
成
24
年
度
ま

で
に
川
内
川
右
岸
に
、
塵
芥
処

理
施
設
、
階
段
工
、
転
落
防
止

用
フ
ェ
ン
ス
設
置
、
護
岸
緑
化

市民生活の
向上をめざし
一般質問
１3人

工
等
の
整
備
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
今
後
カ
ヌ
ー
競
技
の

公
式
コ
ー
ス
設
定
に
必
要
な
河

川
拡
幅
の
た
め
、
左
岸
、
太
良

新
田
用
水
路
取
水
口
付
近
の
、

護
岸
工
事
を
川
内
川
河
川
事
務

所
に
お
願
い
し
て
い
る
。

湯
之
元
橋
の
整
備
に
つ
い
て

　

湯
之
元
橋
の
整
備

は
、
進
め
ら
れ
て
い
る

の
か
。　

概
要
説
明
を
行
っ
た

と
こ
ろ
だ
。

　

国
体
誘
致
の
周
辺
整

備
と
し
て
湯
之
元
橋
の

整
備
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

て
い
る
か
。

　

湯
之
元
橋
は
、
盛
土

と
い
う
形
式
を
と
る
こ

と
に
し
て
、
橋
と
い
う
よ
り
は

道
路
と
い
う
位
置
づ
け
で
計
画

し
て
い
る
。
現
在
の
湯
之
元
橋

か
ら
、
鵜
泊
橋
ま
で
を
結
ぶ

一
二
〇
メ
―
ト
ル
の
市
道
も
並

行
し
て
、
整
備
を
計
画
し
て
い

る
こ
と
の
概
要
説
明
を
行
っ
た

と
こ
ろ
だ
。

問問

国
体
カ
ヌ
ー
伊
佐
市
へ
の
誘
致
を

左
近
充　

諭　
議
員

市　

長
／　

誘
致
へ
の
要
望
書
を
提
出

問問 答答

答答

菱刈カヌー競技場
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原
田
・
国
ノ
十
の
一

部
で
は
公
共
交
通
の

便
が
な
く
、
車
を
持
た
な
い
高

齢
者
の
日
常
生
活
は
大
変
不
自

由
な
も
の
だ
。
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
は
有
難
い
が
、
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
交
通
手
段
が
週

一
便
だ
け
で
も
欲
し
い
と
い
う

声
が
あ
る
。
ま
た
旧
市
町
を
結

ぶ
ふ
れ
あ
い
橋
が
完
成
し
た

が
、
こ
の
ふ
れ
あ
い
橋
を
使
っ

て
大
口
と
菱
刈
の
中
心
部
を
結

ぶ
考
え
は
な
い
か
。

　

原
田
・
国
ノ
十
地
区

の
75
歳
以
上
は
56
人
。

タ
ク
シ
ー
券
を
25
人
が
使
っ
て

い
る
。
現
在
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
と
バ
ス
路
線
の
組
み
合
わ

せ
に
な
っ
て
お
り
、
原
田
・
国

ノ
十
を
入
れ
る
の
は
難
し
い
。

ふ
れ
あ
い
橋
を
使
う
路
線
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後

調
査
す
る
。
ご
指
摘
の
地
域
以

外
で
園
田
・
鳥
巣
・
十
曽
な
ど

が
あ
る
。

　

実
証
試
験
は
い
つ
ま

で
か
。
既
存
の
バ
ス
路

線
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
は
検
討

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
ふ
れ
あ
い
橋
を
通
る
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
な
ら
規
模
も
小

さ
く
、
バ
ス
路
線
に
大
き
な
影

響
を
与
え
な
い
。
原
田
の
人
が

菱
刈
へ
行
く
に
は
タ
ク
シ
ー
で

大
口
へ
行
き
、
バ
ス
に
乗
り
換

え
て
い
く
。
下
手
の
人
が
大
口

へ
行
く
に
は
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
で
ま
ご
し
館
ま
で
行
き
、

バ
ス
で
大
口
へ
。
遠
回
り
だ
。

ふ
れ
あ
い
橋
を
生
か
せ
。

　

実
証
運
行
は
平
成
26

年
10
月
ま
で
。
直
行
便

的
路
線
が
週
一
便
と
し
て
も
競

合
路
線
と
な
り
南
国
交
通
路
線

の
維
持
が
難
し
く
な
る
が
、
ふ

れ
あ
い
橋
を
通
る
路
線
を
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
提

案
す
る
。

　

伊
佐
市
の
図
書
館
・

歴
史
資
料
館
は
中
心
部

に
あ
り
、年
中
無
休
の
民
間
力
、

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
で
き

な
い
か
。

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

自
体
が
業
務
の
関
係

上
、
月
曜
日
休
館
と
せ
ざ
る
得

な
い
の
で
、
整
理
、
検
討
し
な

が
ら
考
え
る
。

　

佐
賀
県
武
雄
市
は
、

図
書
館
（
歴
史
資
料
館

を
含
め
）
平
成
25
年
４
月
１
日

か
ら
、
蔦
屋
の
運
営
会
社
Ｃ
・

Ｃ
・
Ｃ
と
指
定
管
理
者
制
度
を

結
び
、
民
間
活
用
で
、
ま
ち
お

こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
成
果
を

上
げ
、
利
用
率
・
貸
出
率
も
約

５
倍
・
２
倍
と
増
加
し
て
い
る
。

新
納
忠
元
公
の
歴
史
や
海
音
寺

文
学
の
普
及
に
活
用
で
き
な
い

か
。

図
書
館
等
の
指
定
管
理
者

制
度
は
で
き
な
い
か

柿
木
原　

榮　

一　
議
員

　

自
治
体
関
係
者
の
間

で
は
一
つ
の
新
し
い
ス

タ
イ
ル
だ
と
評
価
し
て
い
る
。

前
準
備
で
市
が
投
資
す
る
こ
と

に
市
民
の
同
意
が
得
ら
れ
る
か

疑
問
で
あ
る
。
新
納
忠
元
公
の

歴
史
や
海
音
寺
潮
五
郎
先
生
に

つ
い
て
は
内
外
に
広
報
し
て
郷

土
の
偉
人
と
し
て
一
層
ア
ピ
ー

ル
す
る
。

さ
く
ら
館
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

　

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
は
、
７

月
６
日
で
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て

　

山
野
（
井
立
田
）
水

源
地
が
整
備
さ
れ
て
い

る
が
、
予
定
水
量
の
確
保
と
水

質
に
変
化
は
な
か
っ
た
か
。

　

予
定
し
た
日
量
３
，

０
０
０
ト
ン
以
上
で
水

質
は
変
化
が
な
い
と
思
う
。
８

月
に
原
水
の
検
査
を
実
地
す

る
。

　

配
管
の
鉄
分
の
混
入

を
市
民
の
声
で
聴
い
た

が
、
本
管
部
分
の
交
換
更
新
と

耐
震
パ
イ
プ
の
埋
設
率
及
び
給

水
戸
数
減
と
人
口
減
に
伴
う
水

道
事
業
の
対
策
は
。

　

水
道
の
水
質
自
体
に

は
苦
情
は
な
い
。
水
道

事
業
の
長
期
計
画
の
老
朽
管
更

新
で
今
の
段
階
で
平
成
30
年
度

以
降
で
す
。
耐
震
管
埋
設
は

１
万
４
，
７
８
５
メ
ー
ト
ル
で

９
．
６
７
％
で
す
。
収
益
力
に

対
し
て
固
定
資
産
の
規
模
が
大

き
す
ぎ
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
の

で
資
産
統
合
を
や
り
、
一
部
、

委
託
を
図
り
削
減
努
力
を
す

る
。

答

問

ふれあい橋路線を考えよ

岩　元　克　頼　議員

市　長／協議会に提案する

市　

長
／
管
理
を
含
め
整
理
、
検
討
を
す
る

問

問

問問

答

答

答答 問

答

ふれあい橋から原田・国ノ十を望む
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６
次
産
業
化
に
向
け

た
取
組
を
進
め
る
と
の

こ
と
だ
が
、
全
く
進
捗
状
況
が

掴
め
な
い
。
６
次
産
業
を
推
進

す
る
担
当
課
は
ど
こ
か
。ま
た
、

今
年
度
の
具
体
的
施
策
は
あ
る

の
か
。
さ
ら
に
は
、
将
来
的
に

１
次
産
業
を
軸
と
し
た
農
商
工

連
携
に
よ
る
６
次
産
業
を
ど
の

よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
、
そ

の
数
値
目
標
・
展
望
は
。

　

担
当
課
は
農
政
課
振

興
係
で
あ
る
。
年
度
内

の
具
体
的
な
施
策
は
、
Ｊ
Ａ
北

さ
つ
ま
が
事
業
主
体
で
行
う
。

「
大
豆
の
荷
受
け
・
乾
燥
施
設

一
式
」
を
２
千
２
０
０
万
円
で

整
備
す
る
。
ま
た
、
国
庫
補
助

で
大
豆
色
彩
選
別
機
を
導
入
す

る
。
今
後
の
数
値
目
標
は
、
大

豆
の
「
ふ
く
ゆ
た
か
」「
す
ず

お
と
め
」
の
昨
年
度
７
０
．
３

ｈ
ａ
作
付
け
１
３
２
ト
ン
収
量

を
、
５
年
後
の
平
成
29
年
に
は

80
ｈ
ａ
１
４
４
ト
ン
を
目
標
に

す
る
。　

大
豆
中
心
の
答
弁
で

あ
る
が
、
伊
佐
米
・
深

ネ
ギ
・
カ
ボ
チ
ャ
・
水
田
ご
ぼ

う
や
ほ
か
の
戦
略
的
作
物
も
含

め
て
、
生
産
・
加
工
・
販
売
と

連
動
し
た
活
動
に
形
作
っ
て
い

く
こ
と
が
６
次
産
業
化
で
あ

り
、
こ
れ
を
支
援
し
て
行
く
の

が
行
政
の
役
割
だ
。
大
豆
に
限

ら
ず
ほ
か
の
作
物
の
６
次
産
業

化
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

大
豆
以
外
に
も
、
そ

の
作
物
が
６
次
産
業
化

　

公
共
施
設
「
市
有
地

を
含
む
」
等
の
利
活
用

に
つ
い
て

　

㈠
国
道
二
六
七
号
バ
イ
パ
ス

（
里
～
陣
之
尾
間
）
の
開
通
時

期
は
い
つ
頃
か
。
㈡
旧
中
央
公

民
館
跡
地
の
利
活
用
は
。
㈢
老

朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
対
応
策

は
。
㈣
夢
さ
く
ら
館
の
駐
車
場

及
び
ト
イ
レ
の
利
活
用
は
。
㈤

都
市
計
画
完
了
後
の
市
有
地
の

処
分
状
況
は
。
㈥
陸
上
競
技
場

及
び
忠
元
公
園
の
利
用
状
況

は
。
㈦
多
目
的
公
園
用
地
（
農

林
高
校
の
第
二
農
場
用
地
跡

地
）
の
利
活
用
計
画
は
。

　

㈠
27
年
度
に
里
の
国

道
二
六
八
号
交
差
点
か

ら
陣
之
尾
の
国
道
二
六
七
号
ま

で
全
面
開
通
の
予
定
。
㈡
現
時

点
利
活
用
計
画
は
な
い
。
㈢
公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に

沿
っ
て
改
善
や
用
途
廃
止
、
払

い
下
げ
も
検
討
す
る
。
小
水

流
、
あ
た
ご
団
地
は
28
～
29
年

度
に
建
設
予
定
。
㈣
六
月
末
に

開
館
準
備
中
で
駐
車
場
、
ト
イ

レ
は
進
入
規
制
の
コ
ー
ン
を
外

し
利
用
可
能
で
あ
る
。
㈤
三
筆

公
売
に
か
け
て
い
る
が
売
れ
な

い
。
今
後
内
部
で
処
分
方
法
を

検
討
す
る
。
㈥
24
年
度
実
績
、

陸
上
競
技
二
〇
〇
三
人
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
一
八
八
六
人
、

サ
ッ
カ
ー
一
二
二
九
人
。
忠

元
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

一
六
八
三
七
人
、
サ
ッ
カ
ー

一
二
七
四
〇
人
、
ラ
グ
ビ
ー

三
六
五
人
。
㈦
排
水
対
策
の
測

量
設
計
委
託
の
結
果
で
区
割
り

を
再
考
す
る
。
芝
を
張
り
各
種

目
が
使
え
る
多
目
的
公
園
に
整

備
す
る
。

　

少
子
高
齢
化
に

伴
う
人
口
推
計
で
、

二
〇
四
〇
年
に
伊
佐
市
の
人
口

は
一
万
八
千
人
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
十
四
歳
以
下
の
年
少
人

口
は
二
〇
一
〇
年
の
半
分
以
下

に
な
る
見
通
し
、
小
学
校
再
編

等
を
考
慮
す
る
の
か
。

　

即
効
的
な
人
口
減
対

策
は
な
い
状
況
で
あ

る
。
学
校
再
編
や
統
廃
合
は
考

え
て
い
な
い
。

に
ど
の
よ
う
に
当
て
は
ま
る
か

を
考
え
、
主
体
的
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
個
人
や
団
体
と
私

ど
も
が
一
緒
に
考
え
て
行
く
。

ま
た
、
市
内
で
生
産
・
加
工
・

販
売
を
連
動
さ
せ
た
グ
ル
ー
プ

等
は
18
あ
る
。
そ
う
い
う
方
々

の
新
商
品
開
発
・
販
路
の
開
拓

や
技
術
研
修
・
異
業
種
交
流
会

の
開
催
な
ど
も
６
次
産
業
化
支

援
事
業
と
し
て
、
私
ど
も
の
果

た
す
役
割
で
あ
る
。

問

市　長／新商品開発等の支援事業を行う

市　

長
／　

平
成
27
年
度
全
面
開
通
予
定

６次産業化に力を

久　保　教　仁　議員

国
道
２
６
７
号
バ
イ
パ
ス
（
里
～
陣

之
尾
間
）
の
開
通
時
期
は
い
つ
頃
か

鶴　

田　
　

公　

紀　
議
員

問

問

問

答答

答

答

R267 陣之尾集落から
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買い物弱者の
支援対策を示せ

森　田　幸　一　議員

　

団
員
の
機
器
保
管

庫
、
ま
た
は
士
気
高
揚

の
場
で
あ
る
消
防
分
団
詰
所
の

整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。
消
防
団
員
の
定
数
不
足
と

高
齢
化
の
現
状
考
え
る
と
、
募

集
地
域
割
を
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。
多
方
面
に
協
力
頂
い
て
い

る
事
業
所
に
、
消
防
庁
の
推
進

し
て
い
る
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
を
導
入
で
き
な
い

か
。
ま
た
地
域
に
適
し
た
機
能

別
団
員
任
用
へ
の
取
組
み
も
有

意
義
で
は
な
い
か
。

　

今
回
の
定
例
会
に
第

３
・
８
分
団
の
詰
所
建

築
の
用
地
関
係
の
経
費
を
計
上

し
て
い
る
。
次
期
定
例
会
に
、

建
築
費
用
を
計
上
し
、
年
末
警

戒
に
間
に
合
わ
せ
た
い
。
団
員

の
確
保
は
、
一
つ
の
ル
ー
ル
で

は
割
り
切
れ
な
い
長
い
間
の
伝

統
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
団
、
班
に

あ
る
の
で
、
徐
々
に
調
整
し
な

が
ら
無
理
の
な
い
様
に
取
組
み

た
い
。
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
制
度
は
、
消
防
庁
の
お
墨
つ

き
認
可
証
み
た
い
な
も
の
が
あ

れ
ば
、
導
入
も
検
討
し
た
い
。

機
能
別
消
防
団
員
の
任
用
を
、

検
討
し
た
事
は
な
い
が
、
女
性

消
防
団
を
編
成
し
た
い
。
同
時

に
市
民
は
皆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

一
員
で
あ
り
、
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る
の
で
、
事
案
に

よ
っ
て
、
出
動
を
依
頼
可
能
か

と
考
え
る
。

均
衡
の
と
れ
た
地
域
維
持
政
策
を
図
れ

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
の
育
成
充
実
を
目
標

と
し
た
様
々
な
施
策
を
、
支
え

る
人
口
年
齢
構
成
の
適
正
化
に

向
け
た
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。
市
営
住
宅
の
整
備
、
も

し
く
は
跡
地
の
整
備
を
し
、
分

譲
し
て
、
均
衡
の
と
れ
た
地
域

作
り
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

今
の
意
見
は
必
要
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
そ
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

方
々
の
意
見
等
を
聞
き
、
需
要

を
確
実
に
予
測
し
て
取
り
か
か

り
た
い
。

問

問

　

国
で
は
平
成
22
年
度

24
年
度
補
正
予
算
で
、

宅
配
、
移
動
販
売
カ
―
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
に
よ
り

買
い
物
機
会
を
提
供
す
る
事
業

の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
、

公
募
さ
れ
た
が
、
本
市
は
こ
の

事
業
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
さ
れ
た
の
か
。

　

伊
佐
市
で
は
国
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
な

い
。

　

国
の
事
業
は
、
国
の

補
助
金
を
受
け
ら
れ
、

さ
ら
に
市
が
支
払
う
負
担
金
の

一
部
が
交
付
税
と
し
て
交
付
さ

れ
る
。
市
の
財
産
等
を
考
え
る

と
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
の
か
。
例
え
ば
、
買
い

物
困
難
地
域
を
指
定
し
、「
日

常
生
活
の
異
状
」「
安
否
確
認
」

な
ど
の
条
例
を
付
し
助
成
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

市
内
に
移
動
販
売
カ

―
業
者
が
６
業
者
お
ら

れ
る
の
で
、
現
状
を
つ
ぶ
さ
に

お
聞
き
し
て
、
今
後
考
え
て
ま

い
り
た
い
。

職
員
給
与
の
格
差
是
正
に
つ
い
て

　

職
員
給
与
の
格
差
是

正
に
向
け
た
取
り
組

み
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る

の
か
。
ま
た
国
家
公
務
員
を

１
０
０
と
し
て
、
平
成
20
年

４
月
時
点
で
、
旧
大
口
市
が

９
８
．
６
に
対
し
、
旧
菱
刈
町

は
９
２
．
２
で
あ
っ
た
。
こ
の

格
差
是
正
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

た
の
か
。

　

平
成
22
年
４
月
で
全

体
的
な
給
与
調
整
は
終

了
し
て
い
る
。
後
は
、
個
々
の

調
整
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
改

善
は
、
条
例
、
規
則
に
基
づ
い

て
行
っ
て
い
る
。

　

職
員
給
与
は
是
正
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
い
ま
だ
に
格
差
が
存
在
し

て
い
る
の
で
見
直
し
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

現
在
は
、
現
給
保
障

さ
れ
て
い
る
方
29
人
と

そ
う
で
な
い
方
の
格
差
の
み
生

じ
て
い
る
が
、
年
を
経
る
毎
に

少
な
く
な
り
、
平
成
27
年
で
終

了
す
る
。

市　長／　移動販売カ―業者への検討をする

消
防
団
活
動
の
今
後
の

あ
り
よ
う
に
つ
い
て
示
せ

前　

田　

和　

文　
議
員

市　

長
／
女
性
消
防
団
を
編
成
し
た
い

問

問 答

答

答

答

問問 答答

地域を巡る移動販売カー
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空
き
家
対
策
で
は
、

ほ
か
の
市
町
村
は
、
市

独
自
ま
た
は
、
市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
協
力
で
、
取
り
組
ん
で
い
る

が
。

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
中
で
、
自
費
で
、

空
き
家
を
改
修
し
て
、
使
っ
て

い
る
人
も
い
る
。
何
ら
か
の
助

成
と
か
、
考
え
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

　

移
住
者
希
望
が

１
０
０
組
以
上
徳
島
県

神
山
町
移
住
交
流
支
援
セ
ン

タ
ー
を
町
が
作
り
、
運
営
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー

に
任
せ
て
、
市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
、
空
き
家
を
つ

か
っ
た
地
域
づ
く
り
を
し
て
い

る
。
職
員
を
、
視
察
さ
せ
て
勉

強
さ
せ
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　

核
に
な
る
人
材
と
い

う
の
が
役
所
以
外
に
い

る
と
こ
ろ
が
、成
功
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
、
職
員
に

勉
強
さ
せ
て
新
し
い
企
画
を
作

る
こ
と
は
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。状
況
を
考
え
な
が
ら
、

研
修
に
は
、
出
さ
せ
た
い
と
思

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
近
の
道
州
制
の
話
の
な
か
で

　

何
年
か
後
、
道
州
制

に
な
る
と
し
た
ら
、
今

ど
の
よ
う
な
政
策
が
必
要
か
。

　

自
然
に
囲
ま
れ
た
静

か
な
町
の
果
た
す
役
割

　

教
育
委
員
の
任
命

は
、
市
長
か
ら
議
会
に

同
意
を
求
め
て
経
歴
な
ど
の
み

で
判
断
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め

や
、
体
罰
等
、
教
育
委
員
会
の

あ
り
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
今

日
、
教
育
委
員
本
人
の
教
育
に

取
り
組
む
所
信
を
表
明
す
る
機

会
が
あ
っ
て
い
い
の
で
は
な
い

か
。

　

教
育
委
員
に
つ
い
て

は
、
人
格
が
高
潔
で
、

教
育
、
学
術
及
び
文
化
に
関
し

て
識
見
を
有
す
る
方
に
相
談
し

提
案
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
や

り
方
で
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

　

24
年
度
教
育
委
員
会

の
定
例
会
が
12
回
、
臨

時
の
定
例
会
が
２
回
、
開
か
れ

て
い
ま
す
。
内
容
は
学
校
訪
問

や
教
育
の
現
状
の
把
握
や
教
育

行
政
へ
の
反
映
、
学
校
経
営
説

明
等
に
よ
る
実
情
把
握
、
教
育

行
政
委
員
と
の
連
携
、
市
長
へ

の
意
見
具
申
等
の
任
務
で
あ

る
。
学
校
訪
問
し
て
そ
こ
の
学

校
で
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

か
を
委
員
と
し
て
見
抜
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伊
佐

の
中
で
も
い
じ
め
が
あ
る
わ
け

で
す
。
素
早
く
対
応
す
る
に
は

小
学
校
、
中
学
校
で
子
育
て
を

さ
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
を
、
教

育
委
員
と
し
て
選
任
出
来
な
い

の
か
。　

男
女
問
わ
ず
、
年
齢

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
て

い
る
の
が
一
番
い
い
と
思
う
。

若
い
人
で
教
育
行
政
に
堪
能
な

知
識
を
も
っ
て
い
て
、
自
分
の

仕
事
の
関
係
で
教
育
委
員
会
の

活
動
に
支
障
が
な
い
方
で
あ
れ

ば
選
任
し
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

と
機
能
分
化
と
い
う
こ
と
が
行

わ
れ
る
と
予
測
さ
れ
る
の
で
、

準
備
し
て
い
く
。

　

い
ろ
ん
な
人
と
話
す

と
、
今
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
、
力
強
く
し
て
い
く

準
備
を
し
な
け
れ
ば
、
昔
に
も

ど
る
よ
、
と
の
話
が
で
る
が
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、

新
た
な
指
導
員
を
置
い

た
り
、
予
算
を
く
ん
だ
り
し
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で

い
る
。
そ
う
い
う
人
材
を
そ
ろ

え
な
が
ら
、
徐
々
に
力
を
付
け

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問問

問

教
育
委
員
の
任
命
は

諏　

訪　
　

信　

一　
議
員

市
長
／
幅
広
い
識
見
を
有
す
る
委
員
を
選
任

空き家対策で地域づくり

中　村　周　二　議員

市　長／　助成を含め、職員を勉強させ、
新しい企画に取り組む

答

問問

答

答答

問答

答

「激レア！土蔵づくりの元造り酒屋」と銘打って移
住者を募る神山町（「ＩＮ神山」ホームページから）
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地
区
大
会
に
向
け

て
、一
生
懸
命
練
習
し
、

県
大
会
出
場
を
目
指
し
て
い
た

生
徒
、
指
導
者
。
保
護
者
等
に

と
っ
て
「
水
曜
日
は
ノ
ー
部
活

デ
ー
」
の
通
知
は
、
唐
突
な
事

で
あ
り
、
大
き
な
衝
撃
を
起
こ

し
、
戸
惑
い
の
声
が
広
が
っ
て

い
る
。

　

四
中
学
校
の
、
ノ
ー

部
活
デ
ー
を
統
一
し
た

方
が
実
効
性
が
あ
る
と
考
え
た

為
で
あ
る
。

　

こ
の
通
知
を
出
す
前

に
、学
校
長
あ
る
い
は
、

指
導
者
、
生
徒
、
保
護
者
等
と

教
育
委
員
会
と
の
協
議
は
行
わ

れ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
一
方
的

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　

指
導
者
、
生
徒
、
保

護
者
等
と
の
協
議
は
し

て
い
な
い
。
丁
寧
に
す
べ
き
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

特
産
品
販
売
に
つ
い
て

　

特
産
品
販
売
所
（
物

産
館
）
の
件
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

当
初
予
算
に
二
百
万

円
を
計
上
し
て
い
て
、

物
産
館
建
設
に
関
す
る
可
能
性

調
査
を
行
う
。
地
域
概
要
の
把

握
。市
民
の
利
用
ニ
ー
ズ
調
査
。

生
産
者
へ
の
出
荷
意
向
調
査
、

市
外
の
類
似
施
設
の
把
握
。
以

上
の
結
果
に
基
づ
い
て
可
能
性

の
検
討
を
行
う
。
結
果
に
つ
い

て
は
、
十
月
頃
判
明
す
る
。

　
Ｊ
Ａ
と
の
協
議
は
昨

年
五
月
か
ら
、
一
年
以

上
な
さ
れ
て
い
な
い
。
連
絡
、

調
整
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
Ｊ
Ａ
と
の
協
議
は
正

式
な
調
査
結
果
が
判
明

し
な
い
と
議
論
は
進
ま
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
と
の

関
係
が
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
事
で
は
な
い
。

　

本
市
の
医
療
費
を
圧

迫
し
て
い
る
疾
患
は
何

か
。
特
定
健
診
の
受
診
者
と
未

受
診
者
の
医
療
費
が
月
一
万
円

の
差
が
あ
る
と
分
析
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
。
本
市
も
分
析

し
医
療
費
削
減
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
。

　

一
位
が
循
環
器
系
の

疾
患
で
、精
神
障
が
い
、

ガ
ン
、消
化
器
系
の
順
で
あ
る
。

分
析
は
し
て
い
な
い
。

　

熊
本
県
和
水
町
は
糖

尿
病
か
ら
の
人
工
透
析

に
一
人
六
〇
〇
万
円
か
か
り
、

医
療
費
を
圧
迫
さ
せ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
非
常
勤
の
看
護
師
や

保
健
師
、
事
務
職
を
配
置
し
、

分
析
や
健
康
教
室
を
実
施
し
た

事
で
成
果
が
出
て
い
る
。
本
市

で
も
配
置
す
べ
き
で
は
。
又
、

食
事
や
運
動
と
健
康
づ
く
り
に

も
っ
と
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　

現
行
の
職
員
で
対
応

し
て
い
る
。
食
生
活
改

善
推
進
員
の
支
援
を
行
っ
た

り
、
高
齢
者
が
多
い
事
が
医
療

費
の
高
騰
と
な
っ
て
い
る
事
か

ら
、
そ
の
予
備
群
の
健
康
づ
く

り
を
積
極
的
に
考
え
て
い
く
。

流
入
人
口
で
ま
ち
づ
く
り

　

人
々
に
来
て
も
ら
う

提
案
と
し
て
曽
木
の
滝

の
滝
つ
ぼ
に
つ
り
橋
の
考
え

は
。
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
や
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
曽
木
の
滝
と

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
変
更
は
で
き
な

い
か
。
日
本
一
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン

桜
、
忠
元
公
園
の
千
本
桜
の
木

に
ふ
れ
あ
い
道
路
等
へ
の
植
樹

で
「
桜
の
ま
ち
伊
佐
」
は
。
鳥

取
県
境
港
市
の
「
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
」の
よ
う
に「
銀
杏
ロ
ー

ド
」「
半
次
郎
ロ
ー
ド
」「
ス
ラ

ム
ダ
ン
ク
」
等
の
伊
佐
市
出
身

の
著
名
人
の
文
化
ロ
ー
ド
の
考

え
は
な
い
か
。

　

つ
り
橋
の
構
想
は
い

い
考
え
。
ネ
ー
ミ
ン
グ

は
色
々
と
意
見
を
聞
く
。
桜
は

管
理
面
で
問
題
が
あ
る
。
井
上

雄
彦
に
つ
い
て
は
若
者
を
中
心

と
す
る
流
入
人
口
が
見
込
め
る

の
で
は
。

問問

問

答

答

問問

答

唐突すぎる「水曜日
はノー部活デー」

沖　田　義　一　議員

教育長／指導者、保護者、生徒との協議は行っていない。

ど
う
す
る
国
保
の
赤
字

福　

本　

千
枝
子　
議
員

市 

長
／
高
齢
者
の
予
備
群
に
健
康
づ
く
り
を

問

問

答答答

答
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今
年
８
月
か
ら
３
年

間
で
段
階
的
に
生
活
扶

助
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
本
市

で
の
影
響
額
は
。

　

今
年
８
月
か
ら
標
準

世
帯
で
３
２
３
０
円
の

減
額
と
な
る
。
26
年
度
、
27
年

度
の
試
算
は
未
定
。
世
帯
人
数

の
多
い
ほ
ど
削
減
額
は
大
き

い
。

　

生
保
基
準
額
の
減
額

に
よ
り
個
人
住
民
税
の

非
課
税
限
度
額
や
保
育
料
、
医

療
費
の
一
部
負
担
金
減
免
等
各

種
制
度
へ
の
影
響
は
。

　

25
年
度
は
影
響
な

い
。
26
年
度
以
降
は
影

響
出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

就
学
援
助
費
、
保
育
料
の
減
免

制
度
な
ど
各
制
度
へ
の
影
響
が

で
き
る
だ
け
及
ば
な
い
よ
う
対

応
す
る
と
の
国
の
基
本
方
針
が

出
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
明
確
に

　

日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参

加
す
る
場
合
、
す
べ
て

　

伊
佐
市
か
ら
出
水
養

護
学
校
に
40
人
、
片
道

約
１
時
間
か
ら
１
時
間
30
分
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
し
て
い

る
。
子
供
た
ち
や
保
護
者
の
こ

と
を
考
え
れ
ば
特
別
支
援
学
校

の
設
置
を
働
き
か
け
る
時
期
に

き
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

セ
ン
タ
ー
的
機
能

等
今
後
、
特
別
支
援
学

校
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大

切
で
あ
る
。
政
策
的
な
課
題
解

決
に
向
け
て
企
画
調
整
課
で
、

設
置
を
県
に
働
き
か
け
る
こ
と

を
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
時

期
に
来
て
い
る
。

　

障
が
い
者
と
健
常
者

が
と
も
に
生
き
て
い
く

た
め
、
高
等
部
を
卒
業
し
た
後

の
障
が
い
者
の
働
く
場
の
確
保

を
ど
う
考
え
る
か
。

　

伊
佐
市
で
で
き
る
こ

と
を
視
野
に
入
れ
て
、

病
院
や
施
設
等
雇
用
の
場
と
し

て
で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
連
携
し
て
ト
ー
タ
ル
に
考

え
て
い
き
た
い
。

市
民
に
研
修
機
会
を
提
供
で
き
な
い
か
。

　
「
百
聞
は
一
見
に
し

か
ず
」
と
い
う
。
若
い

力
を
引
き
出
し
て
い
く
た
め

に
、
行
政
が
窓
口
と
な
っ
て
市

民
に
研
修
機
会
を
提
供
で
き
な

の
物
品
が
交
渉
の
対
象
に
さ
れ

る
こ
と
及
び
「
関
税
並
び
に
物

品
、
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
に
関
す

る
そ
の
他
の
障
壁
を
撤
発
す

る
」
と
の
協
定
を
達
成
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
我
が
国

の
重
要
な
農
産
品
に
つ
い
て

例
外
を
確
保
で
き
る
条
件
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と

な
っ
た
場
合
の
本
市
へ
の
影
響

額
は
。　

伊
佐
市
の
生
産
額
へ

の
影
響
額
は
全
部
で

48
億
円
ほ
ど
に
な
る
。

　

農
業
を
基
幹
産
業
と

し
て
い
る
本
市
に
と
っ

て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
問
題
が
大
き

い
。
市
長
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

反
対
の
立
場
を
明
確
に
し
て
ほ

し
い
。　

反
対
を
明
確
に
し
、

市
長
会
を
通
じ
て
何
回

も
提
出
し
て
い
る
。
米
は
例
外

品
目
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
で
最

後
の
と
り
で
は
守
っ
て
い
る
。

い
か
。 

市
民
が
参
画
す
る
講

演
会
あ
る
い
は
研
修
会

と
い
う
の
は
幾
つ
も
行
っ
て
い

る
。
違
う
形
で
の
研
修
と
な
れ

ば
、
現
実
的
に
市
民
の
方
々
に

有
効
で
あ
る
か
と
い
う
の
は
機

会
を
捉
え
て
考
え
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
。

　

行
政
を
通
し
て
、
活

性
化
を
図
っ
て
い
る
市

へ
研
修
と
な
る
と
、
相
手
は
良

い
対
応
を
し
て
く
れ
る
の
で
そ

う
い
う
こ
と
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。　

行
政
が
案
内
、
あ
る

い
は
連
絡
に
回
る
こ
と

で
信
用
し
て
い
た
だ
く
そ
う
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
私
ど
も
は

積
極
的
に
お
受
け
す
る
。
農
業

等
の
研
修
に
は
今
あ
る
研
修
費

用
等
を
利
用
し
て
欲
し
い
。

問 問

問

問問

問

問

答

答

答 答

特
別
支
援
学
校
の
設
置
に
つ
い
て

山　

下　

和　

義　
議
員

市 

長
／
係
を
設
置
し
て
県
に
働
き
か
け
て
い
く

生活保護基準額改定影響は

畑　中　香　子　議員

問

答

答

答答

市　長／ 26 年度以降は影響出てくる

県立出水養護学校
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平
成
25
年
第
２
回
定
例
会

に
お
い
て
、
議
長
を
除
く

全
議
員
に
よ
る
議
会
改
革

調
査
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

委

員

長

　柿
木
原

　榮

　一

副
委
員
長

　沖

　田

　義

　一

第
２
回
委
員
会
報
告

特
別
委
員
会
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、

１
、「
市
民
参
加
を
推
進
・
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
」
に
す
る
た
め
、
議
会
報
告

会
を
開
催
す
る
。

２
、
鹿
児
島
県
の
市
議
会
が
、
制
定
し

て
い
る
議
会
基
本
条
例
等
の
資
料
の
収

集
を
す
る
。

３
、
今
後
の
行
程
表
を
示
す
こ
と
。

以
上
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

閉 会 中 の 議 会 活 動
菱刈鉱山研修

南九州中部市議会議長会研修会

ふるさとを興す学習大会

あなたのそばで県議会

夏の交通事故防止
運動キャンペーン
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議会用語の議会用語の議会用語の議会用語の議会用語の議会用語の議会用語の議会用語の議会用語の議会用語の

マメ知識
請 願 ・ 陳 情

請　願
①　請願とは
請願は国民に認められた憲法上の権利であり、国民をはじめ、広く人々が国又は地方公共団体
等に対し、それらが所管する事項に関し、一定の措置をとるよう、あるいはとらないよう希望
を申し出ることです。

②　請願の手続き・審査等
　ここでは主に地方自治法や伊佐市議会会議規則に基づきお知らせします。
　ァ　請願をすることができる者
　　　住民、旅行者、滞在者等も含まれ、日本国民でない者も請願できます。
　ィ　請願の審査等

※採択となった請願で市長その他執行機関で措置することが適当と認められるものは、これらの者
に送付し、かつその請願の処理の経過及び結果を求めることができます。（地方自治法第125条）

陳　情
①　陳情とは
国又は地方公共団体の機関に対して、その実情を述べ、適当な措置を要望することですが、実
質的には、請願と同じです。請願との相違点は、請願のように、議員による紹介を必要としな
い点です。
②　地方公共団体の議会に対する陳情については、自治法第 109 条の規定があります。また、伊
佐市議会会議規則第 145 条で「議長は、陳情書又はこれに類するもので、その内容が請願に適
合するものは、請願書の例により処理するものとする」と規定されています。

請願の根拠は憲法第 16 条にありますが、具体的な一般法としては、請願法のほか国会法、
地方自治法、会議規則等で定められています。

伊佐市議会

受
理

審
査

議
決

採択
不採択

請願者提出（議員の紹介により）
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編
集
後
記

　

地
方
自
治
体
が
行
う
事
務
は
戸
籍
、
住

民
票
の
取
扱
い
か
ら
保
険
、
衛
生
、
福
祉
、

教
育
等
々
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
適
正
な
行
政
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が
議
会
の
役
割
で

す
。
６
月
の
定
例
会
で
は
議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
二
元

代
表
民
主
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
が
、
主

権
者
で
あ
る
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え

る
に
は
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
け
ば
よ

い
か
と
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
、
市
民
の
皆
様
と
の
意
思
疎

通
を
図
る
対
話
の
場
や
議
会
基
本
条
例
な

ど
多
面
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
今
回
か
ら
一
般
質
問
の
お
知
ら
せ

を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
議
会
傍
聴
へ
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
議
会
で
す
。
率
直
な
ご
批
正

を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
広
報
等
委
員
会　

岩
元
克
頼

　

六
月
十
九
日
、
菱
刈
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
は
議
会
傍

聴
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
所
定
の
手
続
き
を
終
え

傍
聴
席
に
着
席
、
議
事
堂
に
目
を
向
け
る
と
議
員
さ
ん
達
も

入
場
中
、
議
場
内
は
私
語
等
一
切
な
く
静
か
な
雰
囲
気
だ
っ

た
。
質
問
者
は
三
名
で
議
題
は
、
国
保
、
流
入
人
口
増
、
夢

さ
く
ら
館
、
生
保
切
下
げ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
子
供
の
医
療
、
学
校

部
活
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
議
員
さ
ん
は
市
民
の
立
場
で
、

質
問
さ
れ
る
様
子
が
伺
え
た
。
答
弁
は
市
長
さ
ん
が
主
で
、

教
育
長
、
担
当
課
長
さ
ん
が
丁
寧
に
さ
れ
て
い
た
。
特
に
国

保
赤
字
問
題
ま
た
生
活
保
護
基
準
引
下
げ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に

つ
い
て
は
国
の
絡
み
も
あ
る
と
思
う
が
、
市
長
さ
ん
の
考
え

を
聞
け
た
事
は
有
意
義
だ
っ
た
。
今
回
の
議
題
全
て
が
我
々

民
生
委
員
の
今
後
の
活
動
の
参
考
と
な
っ
た
。
市
制
に
対
し

気
に
な
る
事
、
疑
問
に
思
う
事
が
あ
っ
た
ら
、
年
四
回
の
議

会
に
注
目
し
、
傍
聴
さ
れ
る
事
が
解
決
の
早
道
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

合
併
五
周
年
を
迎
え
た
伊
佐
市
が
、
益
々
発
展
し
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
議
員
皆
様
の
ご
活
躍
を
心

よ
り
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
・
発
行
責
任
者

　議

　長

　
　
　丸

　田

　和

　時

　議
会
広
報
等特

別
委
員
会

　
　委
員
長

　
　
　久

　保

　教

　仁

　
　副
委
員
長

　
　
　森

　山

　良

　和

　
　委

　員

　
　
　柿
木
原

　榮

　一

　
　
　岩

　元

　克

　頼

　
　
　山

　下

　和

　義

　
　
　今

　村

　謙

　作

２日（月） 本会議（招集日）

６日（金） 本会議（２日目）

10日（火） 文教厚生委員会

11日（水） 総務産業委員会

17日（火） 本会議（３日目）

一般質問

18日（水） 本会議（４日目）

一般質問

19日（木） 本会議（５日目）

一般質問

26日（木） 本会議（最終日）

平成25年
第3回定例会のお知らせ
平成25年
第3回定例会のお知らせ

満田　純三さん

議会中継を自宅等のインターネットでも視聴できます。
（市議会の生中継や録画を映像配信しています）

【伊佐市ホームページ】
↓

【伊佐市議会】
↓

【議会インターネット映像中継】
大口庁舎・菱刈庁舎・
ふれあいセンター・まごし館でも
議会ライブ中継をご覧になれます。

○定例会は午前 10 時開会です。

９月


